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 情報熱力学や統計力学という統一的な視点から、生物学の異なるレベルの現象にせまろうとする試

みは大変意欲的である。学問分野の壁を越える試みを行い、多くの研究成果を挙げた。新しい研究領

域の創生を目指した新学術領域研究の１つの成功例といえる。

 また、生物学での研究対象として、統計力学で扱いやすい１分子計測等にとどまらず、よりマクロ

な細胞の生物学、さらに細胞システムの挙動を扱う発生学などにも取り組んだこと、そしてそれらに

共通する統一的な見方が有効であることを示したことに特色があり、優れていた。

 個々の現象をそれぞれに理解しようとする傾向が強い生物学や生命科学において、物理学的アプロ

ーチの強みを示すものであるといえる。さまざまな研究成果を挙げたことに加えて、今後の生命科学

の発展方向に、大きなインパクトを与えると期待する。

 また、生物の実験と物理学理論とを共に習得した若手研究者を育成することに、さまざまな仕組み

を用いて力を注ぎ、成功させたことは、特に高く評価できる。

 他方で、国際的な研究の展開が、十分には行われていなかったように見える。新型コロナウイルス

感染症の影響で本研究領域の実施期間の間に海外との交流が困難になったことが理由と考えられる

が、今後の本分野の進展において、国際的な研究交流については意識して機会をみつけて進めること

を期待する。


